













橋床と大気との間の熱エネルギー交換は Fig. 1 のように表される。その際、橋床境界
要素の内部エネルギーの時間変化率 θQB/白は純長披放射エネルギー R( 大気放射エネ
ルギ- Rs 、路面放射エネルギー Ru 、) [1 ・高水敷からの放射エネルギー RR 、橋床底





(ρc)θT/白= 'v (入マT) (2) 
ここに、 (pc) : 橋床の体積熱
容量、 T: 温度、入:索村云導
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Mv = Datm (Pvs -Pva) /8 (3) 




s= αc (丸一 Tα) (4) 




実験は Fig. 2 のような風洞を利
用して行われ、橋床表面上 0.15m
での風速は1.3 および 2.7 [m/s] 
に変えることができる。橋床モデ
ノレは Fig. 3 のようなコンクリー
ト橋床( 0.2 x 0.2 x 高さ 0.2 m ) 
および鋼橋床( 0.2 x 0.2 x 高さ
0.128 m )の 2 種類である。両橋
床とも中央部の表面および内部(
Fig.2 実験および計測装置
10 '" 12 ヶ所)に熱電対が埋め込まれる。なお、実験の詳細は参考 ト主L叶 Unit: (m) 
安T/一一一一升 τ 0.2 文献 2) を参照されたい。 ツ乞一二コj1 0.1 ー トー一吋
3.2 実験結果および考察 IAsphalも|淵 t() 1 V:}乙 ~lìo.1」ニ一一」つ 11 0.1 ~rアーナです 11 ↓橋床と大気との聞の熱エネルギ にご二コ引土 1 Asphalt1 1 ﾍl.028 GoncretE! J" - ,- ~-l.-.._.V I/Y..J>J 
一交換の上で重要な 2 つのパラ 」ーー一一_j/ I 亡s::te百二シ「メータである熱伝達率 αc および L_ Thermo-cou ples -_j 









百 o 2 4 




i~0 1 01n 
? 0 2 4 6 






0.1 P' h ¥ 17, \い\ I(~ ~ -0.11* -v・・ Steel ~ I 民 l ~l_ 1週 Z HSteel ごー手γ澄宇 -81内.....-科 三一0.128 t常二一一一
~↓ll. I固ム 1 (]) 11 さ -,1 ﾅ' 
gJ4f 石川口 I  ~ w~ 
5 脅/.... /・・ 1 1 _0 y/V・ro ..年 1. . 1 ~ _1'" 0 ._'"企./-0.2 ・\l{ - ，，"..ー二 E 一0.2 ・ W810 -v. ,w 0 - 4 8 -10 
Temperature T CC) Temperature T CC) 
Fig. 6 橋床内温度分布の経時変化 Fig. 7 橋床内温度分布の経時変化
(自然対流) (強制対流 2.7 [m/s]) 
の関係を Fig. 4 および Fig. 5 に示す。風速の増加と共に αc は増大し、 6 は減少する。
伝熱計算ではこれらの値が使用される。
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点まで)を示したものであり、(a) はコンクリート橋床、 (b) はスチール橋床である。両
者とも送風時、大気へ向かう熱エネルギーが増大するために、橋床内部から路面水へ向か
う熱エネルギーフラックスも増大する。今の場合、損失熱エネルギーは送風前は長波放射
( R )、潜熱 ( L )、顕熱 (s ) の順に、送風時は潜熱 ( L )、顕熱 (s )、長波放射( R) 
の順となる。 コンクリート橋床とスチール橋床で比較すると、各熱エネルギー成分ともそ
れほど大きな違いはない。
最後に、内部熱エネルギーの時間に伴う減少を示したものが Fig . 9 であり、 (a) はコン
ク リート橋床、 (b) はスチール橋床である。コンクリート橋床の初期内部熱エネルギーは
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